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4つの誤解�

横浜国立大学名誉�教授　�●　�佐野 正之�

　日本の英語教育は「３つの誤解」に支配されてきた，と国際経済学者の大前研一氏は指摘�し�ている。�

ま�ず，�「英�語�力�は�英�文�和�訳�や�和�文�英�訳�だ�と�い�う�誤�解」で�あ�り，第�２�は「英�語�を�勉�強�す�る�と�は no sooner 

than ～などの例文の暗記だという誤解」�であり，第３は�「�減点主義のテス�ト�」�だという。このような誤�

解が続く限り，国際社会で通用する英語力は到底身につけることができないというのが氏の主張である。�

　第１の誤解については，教師は「受験のため」と言い訳するが，こう�し�た出題は確実に減ってきてい�

る。だから，このような教師は，受験を口実に自分が一番楽できるやり方に甘えているのだ。第２の誤�

解は，コミュニケーションのための授業を�し�ているはずの教師でも無意識のうちに行っていることが多�

い。たとえば，ターゲッ�ト�文を文脈もなく導入�し�，ターゲッ�ト�に絞った文型�ド�リルを与えるだけで終わ�

っていると，文が使用される状況や場面と切り離されてインプッ�ト�されるので，アウ�ト�プッ�ト�の時にも�

まとまりのある英文の中で出てこない。他の文も交えて意味のある文脈の中で導入すると同時に，単文�

の�ド�リルで終わらず，談話の中で使用する機会を与えて初めて，この誤解から抜け出すことができる。�

　第３の誤解は，�英作文の採点で顕著に現れる。�local errors （スペル，�冠詞，�前置詞など）� と，�意味の違�

い�を生む global errors （語順や時制の誤りなど）� を同様に減点することで，�英文全体が意味�を伝えること�

に�ど�の�程�度�成�功�し�て�い�る�の�か�と�い�う�最�も�大�切�な�視�点�を�見�逃�し�た�評�価�に�な�っ�て�し�ま�っ�て�い�る。い�ず�れ�の 

「誤解」も教室では日常的に実行されている。�

　だが，�実はこの３点以上に，�もっと重要な誤解がある。�それは，�「英語教師の仕事は英語の知識やスキ�

ルを教えること」と思い込んでいることだ。だが，国際コミュニケーションの手段と�し�ての英語を教え�

るなら，�「習慣や発想の違いを認めあい，人との繋がりを大切にする」�という異文化間コミュニケーショ�

ンの�精�神を�何�よ�りも�重�視�すべ�き�だ。す�なわ�ち，�「知�識�やス�キ�ルに�加�え�て，異な�る�人�と協�働�で�きる�力�を�育�

む」ことこそ，英語教師の最も大切な仕事だという認識を強く持たなければならないと思うのである。�
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英語教育・2011年第1号�

　中学校では，平成24年�度から新学習指導要領に基づ�く授�

業が始まる。開始まで１�年以上もの時間があるが，そ�ろそ�

ろ各中学校では，その内�容を検討�し�具体的な指導方針を探�

っていることだろう。�

　今回の改訂の重要なポ�イン�ト�はなんと言っても「４技能�

の総合的な指導，統合的�な活用」である。この「総合�的」�

や「統合的」という言葉�は，学習指導要領本体には，�前者�

が�一�度�だ�け�使�わ�れ�て�い�る�だ�け�で�あ�る。�し�か�し�，�『解�説』の�

「外国語改訂の趣旨」の�部分では，１ページほどの文�章の�

中に前者が３回，後者が�１回と両方で４回も使われて�いる。�

その他「四つの領域をバ�ランスよく指導�し�」という表現も�

あ�る�こ�と�か�ら，�「４�技�能�の�総�合�的�な�育�成」と�い�う�考�え�方�が，�

今回の改訂の最重要なコ�ンセプ�ト�であろう。この基本的な�

コンセプ�ト�と連動�し�ていろいろな変更がなさ�れた。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　まず，�授業時数が現行の年間�105時間�（週当たり３時間）�か�

ら140時間�（週当たり４時間）�に増えた。これは�「４技能の総�

合的な指導」を支えるた�めの基本条件を改善�し�たことにな�

る。ま�た，指�導�す�る�語�数�を�現�在�の「900語�程�度�ま�で」か�ら�

「1200語程度」と�し�ている。これは４技能を�使って豊かな�

コミュニケーション活動�を可能にするためであろう。�一方，�

指導すべき文法事項等に�ついては，新たな追加はなく�，ほ�

とんど現行通りである。�つまり，�週当たり1時間増えた授業�

時間を，コミュニケーシ�ョン活動を図ることにたっぷ�り活�
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用できるように�し�，それを通�し�て指導事項の定着が一�層図�

れるように�し�たのである。時間数が他の�どの教科より多く�

なったことを考えると，文�部科学省の外国語教育に関�する�

なみなみならぬ覚悟が見て�とれる。�

　�

　上で述べたように，新�し�い学習指導要領では，４技�能の�

総合的な育成が最重要コン�セプ�ト�である。�し�か�し�，残念な�

がら，学習指導要領の本体�には「総合的」という言葉�が教�

材に関連�し�た記述に関�し�て一度�し�か使われていず，具体的�

にどのような内容であるか�を定義�し�ているところはない。�

このため，�「４技能の統合的な育�成」�の内容は，４技能の言�

語活動に挙げられている各�指導項目を探る�し�かない。�

　言語活動には，４技能そ�れぞれに�（ア）�～�（オ）�までの５つ�

の指導項目が掲げられてい�る。このうち，４項目目ま�では，�

現行の４項目とほぼ同じで�ある。違うのは新たに加え�られ�

た�（オ）�の項目である。�し�たがって，この�（オ）�の項目に今回�

の「４技能の総合的な育成�」のエッセンスが込められ�てい�

ると思われる。それらは次�の通りである。�（下線部筆者）�

　以上の新�し�い項目のうち注目に値する�のは，具体的な活�

動と�し�て明示されている「スピ�ーチ」活動である。一般的�

にス�ピ�ーチを行うためには，テ�ーマの内容を深めるために�

人の話を聞いたり，資料�を読んだりする。ここで聞く�こと�

と読むことが関わる。次�に中学生�レ�ベルでは即興スピーチ�

よりも事前に書いたスピ�ーチを人前で発表することが�普通�

である。ここで書くこと�と話すことが関わる。そのスピ�ー�

チを聞く聴衆にとっては�，聞くことの技能が関わる。�さら�

にス�ピ�ーチ内容についてQ&Aを行ったり，�議論を�し�たりす�

れば，話すことが絡む。�最後に，聴いたスピーチ内容�につ�

いて自分の意見や気持ち�をまとめ，英語で書くことも�でき�

る。それをクラスの全員�にコ�ピ�ー�し�て読んでもらい，意見�

や感想を書いてもらうと�，読むこと，書くことが再度�関わ�

ることになる。こうなる�と，４技能が全部，それも場�面を�

変えて繰り返�し�活用されることになる。�その活用を通�し�て�

４技能の総合的な育成が�図られることになる。つまり�，ス�

ピ�ーチ活動は今回の学習�指導要領の基本コンセプ�ト�を最も�

明確に示す活動であると�言える。�

　もちろん日常的な言語�使用においては，４技能の１�つだ�

けが単独に使用されるこ�ともあるが，聞いたことにつ�いて�

話す，読んだことについ�て書く，書いたことをもとに�し�て�

議論をするというような�複合的な言語技能の使用が通�常で�

ある。新学習指導要領で�目指�し�ているのは，そのような複�

合的かつオーセンティッ�クな言語の使用場面を教室の�活動�

と�し�て取り入れることで英語力�の育成を図ろうと�し�ている�

のである。�

　ここには，英語という�言語を実際に使うことで定着�・獲�

得を目指そうという考え�方がある。そう考えてみれば�，聞�

くことの�（オ）�の「まとまりのある英語を�聞いて，その概要�

や要点を適切に聞き取る�こと」�，読むことの�（オ）�の�「感想を�

述べたり賛否やその理由�を示�し�たりなどすることができる�

よう」読むことも，さら�に，書くことの�（オ）�の「自分の考�

えや気持ちなどが読み手�に正�し�く伝わるように，文と文の�

つながりなどに注意�し�て文章を書く」のも，す�べて実際の�

言語使用を念頭において�の言語活動であることがわか�る。�

　�

　上で述べてきたことか�ら考えると，４技能を総合的�に育�

成することは，単に50分�の授業を12分ずつ４分割�し�て４技�

能のそれぞれを分離・独�立させて指導すればよいとい�うも�

のではないということに�なる。�し�か�し�，そのような寄せ集�

め，アラカル�ト�方式の授業はまだまだ見�受けられるので注�

意�し�たい。１つひとつの活動が�生徒にとってどれほど楽�し�

くても，授業の全体的なね�らいに向けてそれぞれが有機�的�

に関連�し�ていなければ，４技能の�総合的な育成は不可能で�

ある。つまり，授業の中で�４技能が�（全部でなくても複数）�

それぞれ有機的に関連を持�った活動を行ってこそ，定着�が�

保証されるのである。それ�こそ新学習指導要領のねらい�で�

あると考える。�

　それでは，具体的にどん�な活動が考えられるだろうか�。�

以下は茨城県のある先生が�考えついた活動だが，参考に�し�

ていただきたい。題�し�て「グループ・スピーチ」�という活�

動である。１クラス全体の�生徒を対象に�し�て「帯活動」と�

し�てのス�ピ�ーチ活動ならよく目に�する。毎回１～２名の生�

徒が前に出てスピーチする�のである。もちろんこのよう�な�

ス�ピ�ーチもコミュニケーシ�ョン活動の１つであり，やら�な�

いよりはやった方がよいが�，いろいろ問題点がある。た�と�

えば，全員の生徒が繰り返�し�ス�ピ�ーチを行うには時間がか�

かりすぎる。�聞いている生徒にとって�（質問を�し�たり，�意見�

を述べたりするような形で�）�参加�し�づらい。�何よりも，�年に�

１～３回程度�し�かス�ピ�ーチを�し�ないのであれば，あまり�学�

習が進化�し�ない可能性がある。そ�こでこの「グループ・ス�

ピ�ーチ」が考えられたので�ある。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　クラスを数グループに分�け，それぞれのグループ内で�１�

人の生徒が�（つまり，クラス全体と�し�ては数人の生徒が）�同�

時並行的にス�ピ�ーチをするのである。各�グループの聞き手�

には，自分のグループのスピ�ーカーの話をまとめてクラ�ス�

全体に配付する�レ�ポー�ト�の作成を義務づける。そ�うすると�

小グループでの活動なので�，ス�ピ�ーチ内容について各グル�

ープでＱ＆Ａが行われたり�，場合によっては議論に発展�し�

たりすることもある。特に�重要な点を聞き逃�し�たときはス�

ピ�ーカーにきちんと確認�し�てから�レ�ポー�ト�を作成すること�

になる。その後，各グルー�プで作成された�レ�ポー�ト�は他の�

グループの生徒が読めるよ�うにコ�ピ�ーが作成され配付され�

る。生徒は他のグループで�発表されたス�ピ�ーチなので，大�

1．は�じ�めに　�

2．4技能の総合的�な育成とは　�

3．期待されている指導と�は　�

　�（1）�　�聞くこと：�

　　�（オ）�　�まとまりのある�英語を聞いて，�概要や要点を適切�

に聞き取ること。�

　�（2）�　�話すこと：�

　　�（�オ�）�　�与�え�ら�れ�た�テ�ー�マ�に�つ�い�て�簡�単�な�スピ�ー�チ�を�す�

ること。�

　�（3）�　�読むこと：�

　　�（�オ�）�　�話�の�内�容�や�書�き�手�の�意�見�な�ど�に�対し�て�感�想�を�述�

べたり賛否やその理�由を示�し�たりなどすること�がで�

き�る�よ�う，�書�か�れ�た�内�容�や�考�え�方�な�ど�を�と�ら�え�る�こ�と�。�

　�（4）�　�書くこと：�

　　�（�オ�）�　�自�分�の�考�え�や�気�持�ち�な�ど�が�読�み�手�に�正�し�く�伝�わ�

るように，文と文のつなが�りなどに注意�し�て文章を�

書くこと。�

新学習指導要領のねらいと重点�

東京国際大学教授　新里 眞男�

向けて�

新教育課程へ�



プロの英語教師としての指導と教材のあり方�
――第1学年に望まれる指導と教材――�

兵庫教育大学教授　山岡 俊比古�

向けて�

新教育課程へ�
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いに関心を持って読む。�これが「グループ・スピーチ�」で�

ある。�

　この活動の中では４技�能が自然と有機的に関連付け�られ�

て使用されている。見事�と言いたいほどである。私自�身，�

この活動を教室で行われ�るコミュニケーション活動の�理想�

型の１つと�し�て機会あるごとに先生方�に紹介�し�ている。�

　�

　�

　3．で述べた�「グループ・ス�ピ�ーチ」�活動では，聞くこと�

の�（オ）�である「まとまりのある�英語を聞いて，概要や要点�

を適切に聞き取ること」�を実際に行うことができる。�読む�

ことの�（オ）�の読んだことについて「感�想を述べたり賛否や�

その理由を示�し�たりなどする」ことに�発展させることもで�

きる。�

　さらに，書くことの�（オ）�との関連もある。スピーチ�原稿�

を書く活動の際，従来は�，与えられたス�ピ�ーチのサンプル�

原稿を示�し�，そのいくつかの箇所を各�生徒が自分の状況に�

合わせて言い換えること�をやらせる。そうすると自動�的に�

新�し�いス�ピ�ーチ原稿ができる。従来で�あればこれで十分で�

あると考えられるが，�「自分の考えや気持ちな�どが読み手に�

正�し�く伝わるように，文と文の�つながりなどに注意�し�て文�

章を書くこと。�」�という今回の�「�書くこと」�の�（オ）�の指導項�

目には十分に対応�し�ていない。�

　まず，モデルのスピー�チ原稿のうち，あらかじめ決�めら�

れた部分だけを各生徒に�考えさせるのでは，�「自分の考えや�

気持ち」を伝えるという�点からは，物足りない。やは�りマ�

ッ�ピ�ングなどの手法を使って，�なるべく生徒１人ひとりの�

思いを引き出させる工夫�をすべきである。また，モデ�ルと�

なるス�ピ�ーチも複数用意�し�て，それぞれどのような内�容が�

書かれているか分析する�ことによって，どの程度のこ�とま�

で書くことができるかを�，生徒に自分で発見させるこ�とも�

大切である。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�
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　さらにマッ�ピ�ング作業で書くべき内容�を考えられたら，�

そのうちのどの�ト�ピ�ックを実際に取り上げるか�を考えさせ，�

さらに，そのように選択�し�た�ト�ピ�ックをどう配列するかを�

考えさせる，�というプロセスを経させ�ることにより，�「文と�

文のつながりなどに注意�し�て文章を書くこと」という�指導�

項目に対応�し�た作業を行わせることがで�きる。もちろん，�

内容的な配列順序だけでな�く，�それに付随する英語表現�（た�

とえば，�first, second　�等の順序を示す語や，�for example　�な�

どの例を示す表現など）�も指導する。�

　�

　上で述べたようなスピー�チ活動は，かなり時間がか�かる。�

他の表現活動に�し�ても同�じ�である。�し�たがって，学期に一�

度ほど取り入れる程度であ�ろう。その際，その学期で�学習�

し�た項目の総復習を�し�，さらに，それらの項目�を新たな文�

脈で使えるように，各課が�有機的なつながりをもつよ�うな�

構成になっている教科書が�望ま�し�い。�

　また，最近，高い英語力�をもつ若い英語教師が増え�てき�

たが，そういう英語教師は�逆に音読や文型・文法の指�導な�

どの具体的指導法に慣れて�いないことがある。また，�授業�

の組み立て方をよく知らな�い指導経験の浅い教員も増�えて�

きている。そのような教員�であっても，教科書の流れ�に従�

うことによって，自然に指�導の手順や手法を学ぶこと�がで�

きるような「啓蒙的な」教�科書の出現も望まれるとこ�ろで�

ある。�

　外国語教育は，指導項目�がほとんど増えないのに，�週当�

たり４時間の授業を与えら�れた。その目的は，４技能�の総�

合的な育成を行うためであ�る。そのような指導の理想�例は�

すでに述べたようなスピー�チ活動にある。このような�活動�

を通�し�て，今度こそ，生徒のコミ�ュニケーション能力の大�

いなる発展を目指�し�たいものである。�

2．小学校外国語活動を知る�

　まず，中学校英語教師�は，小学校での外国語活動の�内容�

を知る必要がある。小学�校では，音声英語を通じて，�言語�

や文化について体験的な�理解を深め，積極的コミュニ�ケー�

ションの態度を育成�し�，英語の音声や基本表現�に慣れ親�し�

ませ，�これによって英語の　�コミュニケーション能力の�素地�

　�を養うことを目標と�し�て授業が行われる。�

　授業は各種の体験的活�動という形態によってなされ�るが，�

小学校英語を特徴づける�この体験的活動が小学校児童�の側�

でどのように受け止めら�れているかを考えておく必要�があ�

る。実のところ，以下の�３つの場合を想定�し�なければなら�

ない。�

　�

　�（1）�　�活動そのものが楽�し�いので満足�し�ている。�

　�（2）�　�学びの実感を伴わな�い活動に倦んでいる�。�

　�（3）�　�学びをもたらす活動�を楽�し�みに�し�ている。�

　�

　ここでいう「学び」と�は，英語そのものを学んでい�ると�

いう自覚で，幼稚にこと�ばを機械的に繰り返すだけの�対話�

ごっこと�し�か児童に受け止められないよ�うな活動では生じ�

えないものである。�

　実際，中学校新１年生�の中に，この３種類の生徒が�混在�

し�ていると思われる。こ�れは児童の個人差のためであ�ると�

同時に，受けた授業の違�いにもよる。いずれにせよ，�異な�

った小学校の異なったク�ラスから集まってくる新１年�生は，�

英語の学習に対�し�てすでに異なった気持�ちを抱いて入学�し�

てくる。これはまずもって�心得ておくべきことである。�

　新１年生が小学校で体験�し�てきた英語の音やリズムや�基�

本表現についても，同様の�注意が必要である。小学校で�は，�

おもに担任が英語の活動を�指導することになっているの�で，�

英語教育のプロではない担�任個々人によって，示される�英�

語の程度が大幅に異なるか�らである。�

　小学校では，�『英語ノー�ト�』�によって学習内容が標準化�さ�

れているとはいえ，学校に�よって英語活動の開始が中学�年�

とか低学年であったりする�。そのような場合も含め，小�学�

校では自作教材が利用され�ることが多い。その場合，活�動�

において使われる語に特徴�が出る。小学校では，語選択�の�

基準が児童にとっての身近�さ�（近くに動物園がある等）�や個�

人的趣味�（好きな昆虫等）�であったりするので，お�もに使用�

頻度という客観的基準によ�って語を選択する中学校と異�な�

る。�し�た�が�っ�て，児�童�は，た�と�え�ば，flying squirrel, dor-

mouse, stag beetle, swallowtail など，中学校英語教師に�は�

あまり馴染みのない英単語�を知っている可能性がある。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　さらに，音声重視といっ�ても，小学校でまったく文字�を�

扱っていないわけではない�。�『英語ノー�ト�』�では，文字や語�

を読ませたり書かせたりす�ることはほとんど行わないが�，�

見せてはいる。たとえば，�『英語ノー�ト�１』�の第２課の見出�

し�は，�「Lesson 2  I’m happy. ジ�ェスチャーを�し�よう」�とな�

4．その他のねらいとの関�連　�

5．指導と教材の在り方　� 1．は�じ�めに�

　小学校において英語活�動が開始されて以来，小学校�との�

連携を議論する中で，変�わらなければいけないのは中�学校�

の英語教師であると�し�ば�し�ば言われてきた。この主張�の言�

わんとすることを確認�し�つつ，以下では，新学習指導�要領�

の下で行われる中学校英�語教育について，とりわけ第�１学�

年について留意�し�ておきたいことを述べる。�

　�
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　このように，課をまとめ�る構成を作り上げれば，各課�の�

言語活動も，最終的には自�己表現につながるものと�し�て位�

置づけることができ，その�意味において，生徒を励ま�し�，�

動機づけることにもなる。�同時に，各課を積み上げてい�け�

ば，�ねらいの　�自己表現ができるように�なる　�という見通�し�も�

生徒に与えることができる�。�

　たとえば，I’m Ai. ; I’m not a soccer fan. ; I like music. ; 

I don’t like tempura. ; I have two sisters. のような例文で示�

される基本文を扱ういくつ�かの課の後に，�「自己紹介」�とい�

う自己表現活動を設定�し�たとすると，それぞれの�基本文が�

自己表現につながるものと�し�て，俄然，自己関与的に意�義�

を持ってくる。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　教師は，教科書をそのよ�うに見立て，自己表現活動を�取�

り込むことが望まれるが，�教科書自体がそのように構成�さ�

れていれば，それに越�し�たことはない。�

　�

7．まとめ�

　小学校で外国語活動を経�験�し�て中学校に入学�し�てきた新�

１年生が，�中学校英語教師の指導を受�け，�「やっぱりプロの�

英語教師は違う」と納得す�る場面を是非とも頻繁に目に�し�

たいものである。�

　中学校の英語の教師は，�発音がよく，正�し�い文を楽々と�

言い，子どもが知っている�英単語はすべて心得ており，�何�

よりも，英語の勉強の仕方�の指導ができ，学習の積み重�ね�

において計画的であると生�徒に思わせるのが理想である�。�

ミュニケーションを図ろ�うとする態度を体現する学習�者と�

し�てのモデルとなること�であるといわれる。中学校の�英語�

教師には，小学校の担任�とは異なった，英語学習のプ�ロの�

指導者　�と�し�ての明確な役割が与えら�れている。�

　�し�か�し�ながら，正�し�いモデルを提示すること�が正�し�い学�

習にすぐにつながるとは�考えるべきではない。正�し�い学習�

は徐々に進み，時間をか�けてできあがる。このことを�認識�

し�つつ，同時にその学習�を促進する手だても講じる必�要が�

ある。�

　たとえば，�発音指導　�においては，�当初から生徒個々人の�

間違いを取り上げて修正�すべきではない。小学校では�修正�

を受けることを体験�し�ていないので，なおさら�である。生�

徒の発音をチェック�し�，計画的に，組織的に，�かつ初期集�

中的に指導するのがよい�。その際，発音の仕方を説明�すれ�

ば効果的であることが多�い。日本語の「ファン」の最�初の�

子音と�“�fan”�の最初の子音など，発音の�仕方をそれぞれ説�

明すると，違いが明確に�なる。�“who”�も�「�フー」�ではない�

ことに，簡単には気づき�にくい。�

　また，�文�レ�ベルの文法　�についても，�いわゆる基本文と呼�

ばれる各文の構造上の特�徴について，一般的な規則と�し�て�

簡潔明瞭に説明�し�ておくのがよい。認知発達上�，中学生は�

このような抽象的な�レ�ベルでの学習を求める傾�向がだんだ�

んと強くなってくる。�

　�し�か�し�，当然のことながら，�このような規則学習は，そ�

れ自体が目的ではなく，�それを使いこなせるようにな�るこ�

とが目的であることを教�師も生徒も共通�し�て認識�し�ておく�

必要がある。いうまでも�なく，その認識を徹底�し�，維持す�

るには，基本文ごとに，�その規則の使用に向けた言語�活動�

を常に用意�し�ておく必要がある。�

　発�音�指�導�の�初�期�段�階�に�お�い�て�必�要�と�な�る　�計�画�性，組�織�

性，�集中性　�については，�教科書にそのような工夫が�し�てあ�

ることが望ま�し�い。また，基本文におけ�る説明とそれに伴�

う言語活動の準備につい�ては，教師の工夫の見せ所と�いう�

面が強いが，基本的なも�のについては，やはり教科書�に載�

せておくべきである。�

　�

6．自己表現を育てる�

　外国語学習にはある種�の不満感が常につきまとう。�基本�

的に，内容的に幼稚とも�いえることを，場面的な真正�さの�

乏�し�い教室で，自己関与の薄い�状況で学習が行われる。も�

ちろんのこと，教師はこ�のような面を補うべく，さま�ざま�

な工夫を行うことになる�が，１単位時間において，そ�の時�

間の目標を学習する中で�はそれが困難な場合も多い。�

4．音から文字へと導く�

　中学校新１年生は，英語�の文字に対�し�ていわば�じ�らされ�

た状態で入学�し�てくる。小学校で，英語�のアルファベッ�ト�

をローマ字と�し�て読み書きも含めて体験�し�た生徒がいるも�

のの，英語の文字と�し�ては，�『英語ノー�ト�』�によれば，文字�

を見ながらそのアルファベ�ッ�ト�読みを聞くことにほぼ�留ま�

っている。�

　児童がローマ字で，�たとえば desuku とか arubamu とか�

書けるのにと思っていると�すれば，焦燥感はなお一層�高ま�

ってくる。�

　�し�か�し�，英語の文字と�し�ては，各文字が１音対応で�ない�

ことと，�綴りと音の関係　�が複雑であることも含め，�ていね�

いかつ計画的に導入�し�なければならない。�

　当然のことながら，各文�字の読み方と書き方をマス�ター�

するのが第一歩で，その上�で，文字を読み，語を綴る�こと�

が続く。語を綴るときには�，たとえば desk とか album と�

書くことになるので，正�し�い英語の発音を聞き，正�し�い発�

音をすることがその大前提�となる。また，綴りと音の�関係�

については，フォニックス�の基本を取り入れた指導も�効果�

的であると思われる。�

　以上のことをすべて考慮�に入れると，中学校での文�字の�

導入は，従前と異なり，１�つの課を当てるぐらいのて�いね�

いさと組織性が求められる�。また，正�し�い発音については，�

早い時期に継続的に取り組�むことが望まれる。フォニ�ック�

スについても，要所要所で�指導を行うのがよい。�

　いうまでもなく，そのよ�うな手当てを�し�た教科書が使用�

できれば，教師が自分でこ�れらをお膳立てする必要は�ない。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

5．正�し�いモデルを示す�

　発音に�し�ろ，音読に�し�ろ，教室英語に�し�ろ，対話に�し�ろ，�

すべての言語活動において�，中学校の英語教師はでき�るか�

ぎり正�し�いモデルとならなければ�いけない。小学校では，�

担任の役割は，児童と共に�英語を学び，臆せず積極的�にコ�

　�

3．生徒をチェックする�

　以上の小学校での英語�活動の特徴を踏まえると，中�学校�

英語教師，とりわけ１年�生担当者は，自分が担当する�クラ�

スの生徒たちの実態を知�らなければならない。�

　まず，�英語の　�正�し�い発音　�を生徒がどの程度まで身に�つけ�

ているか確かめなければ�ならない。これは，平成24年�度以�

降，４月当初に必ず行わ�なければならない行事となる�。こ�

れを行うには，生徒が小�学校の時に経験�し�た身近な外来語�

を再び利用するのがよい�。外来語と�し�ての日本語の発音と�

英語と�し�ての発音の対比は，そのため�の格好の材料となる。�

も�し�，教科書にまさにそのこと�をねらったページがあれば，�

これを利用することがで�きる。�

　�『英語ノ�ー�ト�』には，I like apples. ; I don’t like blue. ; I 

can swim. ; I can’t swim. な�ど�の�文�レ�ベル�の�表�現�が�出�て�く�

る。これらについても，�その学習状況について，生徒�に探�

りを入れる必要がある。�次の３つの可能性がある。�

　�

　�（1）�　�まったく表現を覚�えていない。�

　�（2）�　�決まり文句と�し�て覚えている。�

　�（3）�　�ある種の型と�し�て学んでいる。�

　�

　型�と�し�て�の�学�び�と�は，�I like/don’t like X. とか� I can/

can’t Y. のよ�うに，一�部を入�れ替�える�ことで�類似�表現�が言�

える状態で，�それぞれの　�文の一般的規則化　�への方向性を持�

った学習段階である。�

っている。�また，�『英語ノー�ト�２』�の第１課の�「That’s right. 

アルファベッ�ト�で遊ぼう」では，アル�ファベッ�ト�の大文字�

の�読�み�を，個�々�の�文�字�を�示�し�な�が�ら�聞�か�せ，�“The Alpha-

bet Song”を歌う�ことになっている。�

　担当の生徒がこのよう�な文�レ�ベルの表現をどのように身�

につけているか確かめる�ことは必須であり，それ以降�の指�

導の仕方を決定するもの�である。�し�たがって，そのような�

チェックを行うための活�動を考える必要がある。教科�書に�

そのような活動が備えて�あれば，それを使うことがで�きる。�

　このような当初におけ�るチェックを行いながら，体�験的�

活動への生徒の反応を確�かめることもできる。同時に�，中�

学生は認知発達的にはい�わゆる形式的操作期に入って�おり，�

全体的にそれに見合った�学習形態を求める傾向が強く�なっ�

ている。�し�たがって，生徒は一般的な�説明やまとめなどを�

ほ�し�がるようになる。教師と�し�てはこれに応える必要があ�

るが，そのような手当て�が�し�てある教科書を使うこと�がで�

きれば好都合である。�

　このような限界を超える�１つの方法は，いくつかの課�に�

またがって，それぞれの課�の学習目標を組み合わせて行�う�

自己表現をねらいの１つと�し�て設定することである。個�々�

の課では，実現�し�にくい自己表現活動も�，使える表現を集�

めることで，やりやすくな�り，より現実的な自己表現が�可�

能となる。もちろんのこと�，自己表現では，自分に関わ�る�

いろいろなことを，皆の前�という現実の場面で発表する�こ�

とになる。�
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1．は�じ�めに�

　平成23年度から小学校�では５年生・６年生で「外国�語活�

動」が週１コマ�（年間35単位時間）�，完全実施される。中学�

校での英語の指導では，�小学校での外国語活動の基礎�に立�

ち，小学校外国語活動と�の円滑な接続を図ることが前�提に�

なる。�「聞くこと」�，�「話すこと」　�が中心である小学校英語�

　�活動　�から，�中学校１年で音声と文字と�の関係の理解をふま�

え，文字の併用による　�言語学習　�に移行することになる。�

　中学校２年では，第１�学年の学習内容を繰り返�し�指導�し�

て定着を図り，�「読むこと」�，�「書くこと」�を加えた�４技能の�

総合的な学習　�へと進み，�中学校３年での学習につなげ�る指�

導が必要である。このよ�うに，中学校２年では，特に�，１�

年，３年との連続性をふ�まえた指導　�が欠かせない。�

　平�成�24年�度�か�ら�実�施�さ�れ�る「中�学�校�学�習�指�導�要�領�（�外�国�

語）�」�では英語の授業時数は現行�の年間105時間から140時間�

（週３時間から週４時間�）�になる。また，中学校の３年�間で�

指導する語は，�「900語程度までの語」�であったが，�「1200語�

程度の語」に増加する。�

　このような授業時間数�と単語数の増加は，幅広い言�語活�

動�を�可�能�に�す�る。中�学�校�２�年�で�も，�「聞�く�こ�と」�，�「話�す�こ�

と」�，�「読むこと」�，�「書くこと」の総合的・統�合的な活動の�

実施が必要である。中学�校の英語授業ではコミュニケ�ーシ�

ョン能力の基礎を育成す�ることが目標であるので，第�２学�

年でも文法の指導はコミ�ュニケーション能力の育成を�図る�

ものであるという考えで�指導する必要がある。�

　中学校での英語教材は�コミュニケーション能力の基�礎を�

総合的に育成するため，�実際の言語の使用場面や働き�に留�

意�し�て取り上げるとともに，生�徒の発達段階及び興味・関�

心に即�し�て適切な題材を選択すること�が重要である。特に，�

　�伝�統�文�化�や�自�然�科�学�　�な�ど�に�関�す�る�も�の�も�含�め�る�必�要�が�あ�る�。�

　中学校２年の指導と教�材も，このような新学習指導�要領�

の特質と，第２学年と�し�ての生徒の発達段階を考慮す�る必�

要がある。これらのこと�をふまえて，中学校２年での�適切�

8

な指導と教材について具体�的に提案�し�てみたい。�

　�

2．コミュニケーション能力の基礎の�育成�

（1）�　�自然な対話文に�よる基本文の提示�

　英語の授業の進め方は多�様であり，本文の内容から�入る�

場合もあるが，基本的な方�法は基本文のオーラル・イ�ン�ト�

ロダクションから始めるこ�とであろう。�

　�し�か�し�ながら，オーラル・イン�ト�ロダクションは適切な�

状況設定を考えるのが難�し�い。それならば，基本文の�意味�

や�言�語�の�働�き�が�状�況�の�中�で�適�切�に　�理�解�で�き�る�対�話�文　�が�教�

科書にあるとよい。それに�よって，生徒に新�し�い文構造を�

理解させ，使用できるよう�にすることが可能になる。�たと�

えば，２年生で「～するこ�と」を表す文であれば，自�分の�

し�たいことについて言うよ�うな状況設定で，自然な流�れの�

対話文が教科書にあるとよ�い。その際，大切なことは�，生�

徒が基本文の意味や言葉の�働きを適切に充分に推測で�きる�

ような形で基本文を提示す�ることが大切である。�

　対話文は，�学習の�「めあて」�（�「～ができるように�し�よう」�）�

の次に提示�し�てあると，要点がはっきり�する。中学校２年�

であれば，より自然な状況�設定ができる４行位の長さ�での�

対話文の提示が望まれる。�そのことで「実際の言語の�使用�

場面や言語の働きに十分配�慮�し�た」教材となる可能性�が高�

い。最近の英語教育の用語�で言えば，フォーカス・オ�ン・�

フォームを取り入れた指導�が可能になると言ってよい�。使�

いやすい教科書に向けた取�り組みである。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（2）�　�「聞く」�「話す」から対話練習�へ�

　コミュニケーション能�力の基礎づくりには，基礎・�基本�

の�練�習　�が�欠�か�せ�な�い。基�本�文�の�提�示�・�理�解�が�終�っ�た�後�で，�

充分な練習が必要である�。その練習では，まず，新出�の基�

本文の理解を「聞くこと�」の練習によって定着させる�こと�

である。類似する絵を見�ながら，耳から入る英語にふ�れ，�

簡単な聞き取りをするこ�とで，たとえば，�「～すること」�の�

表現と内容を英語で聞い�て理解�し�，want to ～ の構造と意�

味を理解できるようにす�ることである。次に，聞いた�こと�

に関連させて，絵を見な�がら語句を換え，新出の文構�造を�

用いて「話すこと」の練�習をすることである。文構造�を中�

心に�し�た�「話すこと」�の練習である。たとえば�，�「～するこ�

と」�の内容を絵とヒン�ト�の語句を利用�し�て，want to ～ を�

使って英語で話す練習で�ある。�

　中学校２年生であれば�，さらに「自分の�し�たいこと」に�

ついて，たとえば，�「日曜日に�し�たいこと」�を英語で，対話�

で言えるように指導する�必要がある。この段階の対話�練習�

は，自分の考えや意向を�伝えるための基礎的な練習で�あっ�

て，コミュニケーション�練習である。�

　このように，�「聞くこと」�，�「話すこと」�，コミュニケーシ�

ョン練習を行った後に本�文に入れば，本文の指導はよ�り容�

易になり，理解度は向上�すると考えられる。また，本�文の�

学習が終わった段階で，�この練習を「書くこと」の活�動に�

つなげることができれば�，さらに自己表現によるコミ�ュニ�

ケーション能力の基礎が�養われるに違いない。たとえ�ば，�

want to ～ を使って自分の将来なりたい�ことについて単文�

で書く活動である。�

（3）�　�4技能の総合的指導�

　�「聞くこと」�「話すこと」�「読むこと」�「書くこと」�などの伝�

達能力の基礎を養うため�には，単に英語の文法規則や�語彙�

などについて知識を身に�つけるだけでなく，実際のコ�ミュ�

ニケーションをめざ�し�て英語を使えるようにす�ることであ�

る。言語材料についての�知識・理解を深める言語活動�から�

　�考�え�や�気�持�ち�な�ど�を�伝�え�合�う�言�語�活�動　�に�進�め�る�こ�と�で�あ�

る。そのため言語活動の�取り扱いは，言語の使用場面�や言�

語の働きに配慮�し�た言語活動を行わせることが�基本になる。�

言語の使用場面や言語の�働きは個々の技能ごとに特有�なも�

のも多いので，当初の言�語活動は技能別に設定�し�たほうが�

よい。たとえば，道案内�は「話すこと」に特に関わる�し�，�

依�頼�や�約�束�も「話�す�こ�と」に�主�に�関�係�す�る。�「身�近�な�暮�ら�

し�」の場面や「情報を伝�える」ことに関わる言語の働�きで�

日記を取り上げる場合は�「書くこと」になる。また天�気予�

報は「聞くこと」が主で�あると言ってよい。�

　４技能の統合的指導の前�に，個々の技能ごとの言語活�動�

を十分に行っておくことが�大切である。その際，聞き方�，�

話�し�方，書き方などの要点�も指導するとよい。また，教�材�

では，第２学年の場合，新�学習指導要領では「第１学年�に�

おける学習内容を繰り返�し�て指導，定着を図るとともに�，�

事実関係を伝えたり，物事�について判断�し�たり�し�た内容な�

どの中からコミュニケーシ�ョンを図れるような話題を取�り�

上げること」となっている�ので，２年生に相応�し�い話題の�

選択と取り上げ方が必要で�ある。たとえば，道案内に�し�て�

も，Could you ～ ? などの�１年生にない依頼表現を使う�言�

語活動が必要で，天気予報�では，明日の天気を聞き取っ�て�

明日行うことを決めること�などの言語活動も，新たに必�要�

になると考えられる。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（4）�　�本格的な「読む�こと」の指導�

　�「読むこと」�に関�し�ては，２年生では本格的に読�む指導を�

し�たいものである。その際�，題材内容が問題になるが，�ま�

とまった内容の英文を読ん�で内容や考え方をとらえるこ�と�

をさせてみたい。�そのためには，�グラフなどを用いた自然�科�

学の内容の英文を教材に選�択するのも工夫のひとつであ�る。�

　新学習指導要領では，取�り上げる教材の例と�し�て，自然�

科学を新たに加えている。�２年生でも理解できる理科や�数�

学などの内容の教材はその�好例である。理科や数学など�の�

英文とともに内容把握の問�題があれば，生徒は必要な情�報�

を得るために，�「読むこと」�の言語活動に積極的に興味を�も�

って取り組むことができる�に違いない。�このような　�教科横�

　�断的な教材　�による指導は，�内容中心教授法　�（content-based

instruction）�にも関連するものである�。�

（5）�　�4技能の統合的�活動�

　新�学�習�指�導�要�領�で�は，�「聞�く�こ�と」�「話�す�こ�と」�「読�む�こ�

と」及び「書くこと」の総�合的な指導を通�し�て４技能を統�

合的に活用できるコミュニ�ケーション能力を育成するこ�と�

が目標になっている。この�ためには，自分の考えなどを�相�

手に伝える�「発信力」�，まとまった一貫性のある文�章を書く�
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　たとえば，２年生の最�終段階ともなれば，簡単な表�現を�

用いて賛成意見や反対意�見を述べることができるよう�に�し�

たい。そのため１学期で�はコミュニケーションの継続�に焦�

点を当てて，２学期では�「自分の�し�たいこと」に関連�し�て�

将来の希望について書い�て発表することなどである。�書く�

ことは難�し�いが，内容を整理するマッピ�ングを取り入れた�

り，必要な語句をヒン�ト�で示�し�たりすれば生徒の負担は軽�

減される。現行の教科書�では，Let’s Communicate が�各課�

末にあるが，これを発展�的に整理�し�て使い易い統合的な言�

語活動にするとよい。実�行可能で効率的なタスクが望�まれ�

る。�

　�
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3．豊かな心と地球市民的感性の育�成�

（1）�　�理解と発信が可能な�豊かな題材�

　新学習指導要領の�「３　�指導計画の作成と内容の取扱�い」�

の中の教材選定の観点で�は，教材は「英語を使用�し�ている�

人々を中心とする世界の�人々及び日本人の日常生活，�風俗�

習慣，物語，地理，歴史�，伝統文化や自然科学などに�関す�

るものの中から，生徒の�発達の段階及び興味・関心に�即�し�

て適切な題材を変化をも�たせて取り上げる」と�し�ている。�

　中学校２年生の教材で�は，生徒の日常生活について�の話�

題を通�し�て，自分の気持ちや身の回り�のことについて英語�

で伝えられるようにする�ことがまず大切である。２年�生に�

なる前の春休みの思い出�や体験，２年生でよく行われ�る職�

業体験学習，旅行の体験な�どは適切な教材になる。ま�た，�

外国の社会・文化・歴史に�ついて知ることで幅広い国�際的�

な視野を身につけることが�できる。さらに，日本の伝�統文�

化を�伝�え�る�こと�を�通�し�て�　�外国�の�人�々�に�英語�で�発�信　�で�きる�

素養を養うことも可能であ�る。自然現象，生物，科学�の話�

題も，２年生の興味をひく�可能性が十分ある。多様な�もの�

の見方や公正な判断力を養�うためにも，外国と日本の�文化�

を比較�し�て相互に理解を深める異�文化理解の話題も欠かせ�

ない。�

　たとえば，日常生活では�お客のもてな�し�方などの日本と�

外国の場合の比較を行い，�世界にいろいろな文化やも�のの�

見方があることに気づかせ�，そのような文化をもつ人�々の�

心情にふれることで，�互いの立場を知り，�共感する態度を養�

うことができるかも�し�れない。�平和問題，�環境問題などの話�

題も，地球市民的な豊かな�感性　�を育むために必要である。�

　現行版で特に評判のよい�題材は，継承する必要があ�る。�

２�年�生�で�は，Her Dream Came True. や The Sound of 

Music の後日談，Maria Talks about Her Life. などは，上�

記題材選定の趣旨に合致す�る。�

（2）�　�発展的な読み物�教材�

　�「読むこと」�は題材と密接な関係があり�，多様な読み方が�

指導可能である。通常課の�本文だけでなく，�「読むこと」�を�

中心と�し�た課，�付録と�し�て数課に関連�し�た内容の読み物�（現�

行版の補充リーディング）�を設けて，�「読むこと」の技能を�

段階的に伸ばすことや，�多読用読み物�（現行版の付録リーデ�

ィ�ン�グ�）�を�与�え�て�発�展�的�な�読�み�に�繋�げ�る�こ�と�も�で�き�る�と�よ�

い。高校入試の長文問題へ�のステップとなるような長�さと�

内容の読み物もあれば，２�年生段階の入試対策用と�し�て使�

えるかも�し�れない。このような読み物教�材が２年生にもあ�

るとよい。�

　�

4．おわりに�

　よい教科書の特色と�し�て，巻末資料と付録の�充実もあげ�

られる。特に，言語活動の�充実に必要な語彙・表現を�例示�

し�ておくと，生徒が取り組�みやすい。本文の内容理解�を進�

めるためには，コラム記事�で本文の文化情報や学習情�報を�

示すことが欠かせない。辞�書指導，音読指導，文法の�まと�

めの教材も，生徒が使用�し�やすいように用意�し�てあると，�

　�家庭学習や自律的な学習　�に便利である。�

　生徒の自学自習と復習を�促すさまざまな工夫をする�こと�

も，新�し�い教科書には大切である�。学習段階を踏まえた，�

使いやすく，英語のコミュ�ニケーション能力がつき，�豊か�

な人間性が涵養される教科�書が望まれる。�

1．これからの英語授業�

　平成24年４月には，新�学習指導要領が実施されて，�新�し�

い英語授業が始まります�。新学習指導要領には，週あ�たり�

１時間の授業時数増や，�３年間で学習する語数の増加�が織�

り込まれ，�それによって，�「聞くこと」�，�「話すこと」�，�「読む�

こと」�，�「書くこと」の４技能を�総合的に指導�し�，これらの�

４技能を統合的に活用で�きるコミュニケーション能力�の育�

成をめざ�し�た英語授業が求められていま�す。また，そのた�

めに，文法は言語活動と�効果的に関連付けて，一体的�に指�

導することとされていま�す。言い換えれば，文法事項�の説�

明に重点を置くのではな�く，�適切な言語の使用場面　�におい�

て理解させ，�その理解のもとに，�これを　�言語活動の中で活�

用することによって定着�を図る，という手続きが求め�られ�

ます。�

　このような流れをうけ�て，中学校の英語授業はどの�よう�

に変わるので�し�ょうか。そのなかで，３�年生の授業はどの�

ように展開すべきなので�し�ょうか。さらに，そのため�には，�

どんな教材を，どう使え�ばよいので�し�ょうか。�

　�

2．4技能の総合・統合に向けて�

　今回の学習指導要領で�は，小学校に外国語活動が導�入さ�

れることを前提に，中学�校では，�「聞くこと」�，�「話すこと」�，�

「読むこと」�，�「書くこと」�の４つの技能をバランスよく�育成�

することの必要性が強調�されています。この「バラン�スよ�

く」とはどういうことで�し�ょうか。�

　これは，毎回の授業に�おけるバランスという点とと�もに，�

３�年�間�を�通し�て�み�た�ト�ー�タ�ル�・�バ�ラ�ン�ス　�が�大�切�で�あ�る�と�

いうように解釈されます�。毎回の授業において，４つ�の技�

能がそれぞれ等�し�く扱われ，各技能に対�し�て25％ずつの時�

間配分を行うということ�を求めたものでないことは，�自明�

の理と言えるで�し�ょう。�各 Program（課）�で取り上げられた�

ト�ピ�ックによって，どの技能に�比重がかけられるかは自ず�

と決まってきます。�通常の Program においては，�一定の授�

業展開パタンが求められま�すが，時には特定の技能に焦�点�

をあてて，適切な場面設定�のもとに，それを重点的に伸�ば�

すことも有効に働きます。�たとえば，道案内や買い物な�ど�

では，�「聞くこと」�，�「話すこと」�が中心となり，教科書に�示�

されたモデルは見本であっ�て，これを読んで理解するこ�と�

は目標とはなりません。�し�か�し�，同�じ�ように，�「聞くこと」�，�

「�話�す�こ�と」が�前�提�と�な�り�ま�す�が，電�話�で�の�や�り�と�り�で�は，�

たとえば，留守電にメッセ�ージを残す場合には一方的に�話�

すだけになります�し�，電話に出て伝言を頼まれた�場合には�

そのメッセージをメモする�，という書く活動をともない�ま�

す。�

　　�

　�

　�

　�

　�

　�
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　また，現代では電子メー�ルで手紙・文書を送ることも�多�

くなってきています。従来�の手書き・郵送による手紙と�共�

通の部分もありますが，メ�ール独自のスタイルも一般化�し�

てきて，それに�し�たがって読んだり書い�たりすることが求�

められるようになりま�し�た。かつて中学生が海外�にペンパ�

1�0� 1�1�

力も必要で，聞いたこと�や読んだことの内容を，自分�の考�

え�や�体�験�と�も�結�び�つ�け�て�整�理�し�，�「話�す�こ�と」や「書�く�こ�

と」を通�じ�て発信する機会が必要であ�る。�

　他の領域の言語活動と�有機的に関連づけて，生徒た�ちの�

コミュニケーションを内�容的にも充実�し�たものにすること�

である。このような４技�能の統合的活動を各学期ごと�に設�

定�し�て，それまで学習�し�たことをふまえた統合的な言�語活�

動にすることが考えられ�る。�その　�統合的活動　�は，�中学校３�

年間での到達目標，�各学年及び各学期ごとの到達�目標　�に関�

連づけると　�学習目標　�がはっきりする。�

　�「聞くこと」�　�が主となる言語活動におい�ても，�駅や空港な�

どのアナウンスを聞く場面�では，多くの場合，一方的に�聞�

いて，自分に関わる情報か�どうかを聞き分け，必要であ�れ�

ば�し�かるべき対応をとるこ�とになります。�し�か�し�，テ�レ�ビ�

やラジオでインタビューな�どを聞く場合には，興味のあ�る�

内容であればこれを聞くこ�とになりますが，自らがイン�タ�

ビ�ュアーとなるときには，�当然，話すという言語活動が�含�

まれ，音声によるインタラ�クションが行われます。ある�い�

は，前もって質問を用意�し�ておく場合には書く活動が含�ま�

れてきます。�
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となるためには，ふだんか�ら相当量の英語に接�し�ているこ�

とが大切で，かつて高校の�教室で見られたような，１文�ず�

つ読んで訳�し�て，ハイ次の人，というよ�うな授業ではこれ�

に対応できません。高校入�試などでも，すでに相当量の�英�

文を読み，その理解の下に�問いが設けられるという傾向�が�

強くなっています。�400～500語，�多いところでは800～1,000

語程度の英文を与える場合�も見られますが，�TOEICのテ�ス�

ト�などでも時間に対�し�てかなりの量の英文をこな�さなけれ�

ばならないようになってい�ます。�

　このような状況下，中学�英語を高校英語に接続するう�え�

で，�相当量の英語情報　�をまとまった形で読みこなす�，�相応�

の速さの英語　�を聞いて理解する，�ということの訓練も必要�

になってきます。�

　中学校の教科書において�も，それに対応できるよう，�ま�

とまった分量の読み物を読�むという活動を取り入れるこ�と�

が必要となります。その際�に，どのような観点から題材�を�

選ぶかが問題となりますが�，これはいくつかの観点が設�定�

できるで�し�ょう。１つには，現代�の中学生が高い関心を抱�

いているような話題，ある�いは著者が中学生に強く訴え�か�

け，現在の世界に生きるう�えで問題意識をもって考えて�も�

らいたい話題，さらには世�代を越えて読み継がれてきた�味�

読すべき読み物，などが挙�げられます。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�
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　どの教科書にもいわゆる�看板教材と呼ばれる課がある�よ�

うですが，暗誦用に適�し�ている，多くの生徒がそ�の内容を�

覚えているなどの理由によ�って，代々あるいは一定の周�期�

で，繰り返�し�て取り上げられるている題�材があります。�し�

か�し�ながら，学習指導要領�の改訂をうけて，内容は同じ�な�

がら，異なった言語材料，�異なった表現によって著され�て�

いますので，旧版との比較�を通�じ�，わが国の英語教育がい�

かに変化�し�てきたかを読み取るこ�ともできます。これは，�

教師と�し�ての秘かな楽�し�みかも�し�れません。�

　小学校に外国語活動が導�入され，高等学校の英語教育�に�

も変革が求められている今�，中学校の英語教育も，新た�な�

展開の１ページを開くべき�時を迎えたと言えるで�し�ょう。�

　伝統文化という点から�は，茶道，華道，和歌，俳句�とい�

った領域，あるいは，そ�れぞれの地域に根ざすものと�し�て，�

地域の祭りであるとか，�伝統的な食事であるとかが挙�げら�

れるで�し�ょう。また，比較的新�し�いものであっても，今日�

では欧米で受け入れられ�ている漫画やアニメなどは生�徒自�

身が相当な知識をもって�いる領域であり，自分のよく�知っ�

ていることを英語ではど�のように表現すればよいのか�とい�

う方向に動機付けを高め�ることによって，�自ずと，�「話すこ�

と」�，�「書くこと」の言語活動に�対する意欲がわき，これに�

外国に交流校協定を結ん�でいる学校があったり，個人�で文�

通を�し�ていたりという条件が加�われば，この活動は真正の�

コミュニケーション活動�と�し�て展開することになりま�す。�

　前節に紹介�し�た研究会の要項に，英語�科で行ったアンケ�

ー�ト�結果が掲載されていますが�，それによると同校のどの�

学年においても，足りな�い力と�し�て，英文を書く力，表現�

力を挙げる生徒が最も多�く，また，これから身につけ�たい�

力と�し�て，約63％の生徒が書く�力を，約36％が話す力を挙�

げています。このような�発信力，表現力を伸ばすうえ�で，�

外国の伝統文化について�の情報を読み取りつつも，あ�る程�

度の知識・理解が備わっ�ているわが国の文化を取り上�げ，�

その既知の内容をどのよ�うに表現すれば，的確に，適�切に�

伝えられるかという点に�意識を向けるような活動が展�開で�

きれば，それは確かな学�力の定着につながることで�し�ょう。�

　�

4．高校英語への方向付け�

　中学３年間の総仕上げ�の学年と�し�て，この３年間の学習�

が高校英語につながって�いくことも配慮の求められる�点で�

し�ょう。�

　平成25年度より実施さ�れる高等学校の新学習指導要�領で�

は，�「英�語�に�関�す�る�各�科�目�に�つ�い�て�は，そ�の�特�質�に�か�ん�が�

み，生徒が英語に触れる�機会を充実するとともに，授�業を�

実際のコミュニケーショ�ンの場面とするため，授業は�英語�

で行う　�ことを基本とする」�となっており，中学校はこ�れに�

応えられる生徒を送り出�すことが求められます。�

　授業を英語で行うとい�うことは，授業時間中，先生�がず�

っと英語で話�し�，生徒はそれを聞いてい�るだけということ�

ではなく，�「生徒の理解の程度に�応�じ�た英語を用いるように�

十分配慮するものとする�」と規定されているように，�生徒�

の理解を前提に，教師と�生徒との間に適切な形でイン�タラ�

クションが行われるとい�うことを意味�し�ます。当然，そこ�

には，与えられた英語を�瞬時に情報処理�し�，それに適切な�

反応を示す，さらには，�それに対�し�て自分の意見や考えを�

表すといった活動が求め�られます。このような展開が�可能�

が期待されます。�

　まず，�異文化理解　�の点から見てみます。�他の教科では取�

り上げられないが，自分た�ちの生活に深く根ざ�し�ているが�

ゆえに，それが英米を始め�とする外国の文化と思わぬ�とこ�

ろでつながっていることに�気付きにくいというような�事象�

を取り上げることで，生徒�の興味・関心をひきつける�こと�

ができます。�

　たとえば，交通信号とい�うような日常生活の１コマ�でも�

十分です。�日本で言う青信号は，�英語では�green lightと言�

うことはよく取り上げられ�ますが，これとても生徒に�は英�

語を学ぶことを通�し�て得た新情報となるで�し�ょう。さらに，�

黄信号も，�イギリスでは通例�amberととられ，�yellowとは�

言わないことなどは，�英々辞典によって�traffic lightを調べ�

れば得られる情報ですが，�これを英和辞典にある「交�通信�

号」との訳を通�し�て得ることは不可能で�す。�

　このようななんでもない�ところから，英語を通�し�て異文�

化を知ることに生徒の興味�・関心を結びつけることが�でき�

れば，�そこに　�英語科のアイデンティテ�ィ　�があると言うこと�

ができます。学校生活のな�かにも，異文化との接点は�あふ�

れています。まずはそれに�気付くことが大切で，手が�かり�

が見つかればそれについて�調べてみよう，発表�し�てみよう�

というように進んでいきま�す。たとえば，学校のチャ�イム�

の起源を調べてみると，イ�ギリスに関連�し�ていることがわ�

かります。�

　一方，自�文�化の�発�信　�と�いう�観�点と　�伝�統�文�化　�とを�関�連�付�

けようとすると，これは日�本の伝統文化を外国の人々�に知�

らせる活動ということにな�ります。中学３年ともなる�と，�

生徒が学習�し�，使うことのできる言語材�料の範囲が広がり，�

現在完了形や関係代名詞，�分詞の後置修飾，さらには�「主�

語＋動詞＋目的語＋補語�（名詞／形容詞）�」などの文構造を�

学ぶことで，さまざまなこ�とを叙述する方法が得られ�ます。�

発信すべき内容は，生徒が�すでによく知っている身近�なも�

のから，インターネッ�ト�等を利用�し�て少�し�調べればある程�

度まとまった情報が入手で�きるものまで，広い範囲に�及び�

ます。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

ルを求め，手書きの手紙�を交換�し�た時代から，キーボー�ド�

に向かって，瞬時にやり�とりができる時代となったこ�とに�

より，これを利用すれば�動機付けを高めることにもつ�なが�

るで�し�ょう。ただ，このような�文通や情報交換も，教室で�

の学習が基礎となり，そ�の上にメッセージを伝えたい�，情�

報を得たいという生徒自�身の意志が働いたときにコミ�ュニ�

ケーションという形をと�って，真の言語活動と�し�て展開す�

ることは言うまでもあり�ません。�

　このように，�基礎・基本の定着を図る通�常の Program に�

おいて習得された能力は�，�し�かるべき�ト�ピ�ック，場面によ�

って個々の技能を重点的�に伸ば�し�つつ，複数の技能を統合�

し�て行う言語活動　�によって強化すること�を通�し�，�確かな学�

力と�し�て定着するものと言える�で�し�ょう。�し�か�し�ながら，�

技能を統合的に活用する�ということが４技能をすべて�同時�

に使うということを意味�するものでないことは念頭に�おい�

ておかねばなりません。�

　これは，筆者が先日参�加�し�たある中学校における研�究会�

でのことです。その公開�授業は，医師と患者とのやり�とり�

をロールプ�レ�ーによって展開すること�をねらいと�し�，教科�

書の対話をさらに拡大�し�た，よく準備されたもので�し�た。�

ただ，授業の最後に数組�の生徒による発表が行われた�際に，�

ある組の生徒は，２人が�向き合って立ったまま対話す�るだ�

けで，痛む部位を告げて�診てもらうなどの場面が切り�離さ�

れていま�し�た。これでは言語活動とは�呼べません。さらに，�

後の授業討議では，�「書くこと」�の指導はどう考えるのかと�

の質問に，授業者は，本�文を写すなどの課題を与える�こと�

を考えている旨を答えて�いま�し�た。�し�か�し�，これはこの場�

面とは直接に関わらない�学習活動であって，言語活動�とい�

う点から考えると，病院�で診てもらうという場面での�書く�

活動などは，せいぜい問�診票に答えるくらいのことで�あり，�

一般的には英語授業にこ�れを取り入れることは不要で�し�ょ�

う。ここでは，�「聞くこと」�，�「話すこと」�が統合され，場面�

に応�じ�た言語活動が行われれば�十分だということになりま�

す。日常のコミュニケー�ション場面を考えて，そこに�不自�

然さをともなうものは，�これを英語による言語活動と�し�て�

取り上げてもやはり不自�然なものになって�し�まうことを意�

味�し�ます。�

　�

3．新たな題材への取り組み�

　教材の観点から今回の�新学習指導要領において新た�に加�

わ�っ�た�も�の�は，伝�統�文�化�や�自�然�科�学　�の�分�野�で�す。こ�の�う�

ち，前者は特に生徒に身�近なところから題材を得やす�く，�

異�文�化�の�理�解�と�自�文�化�の�発�信　�の�両�側�面�か�ら�幅�広�い�取�扱�い�

1�2� 1�3�
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　とにかく元気を与えて�くれる本である。ご存知のよ�うに，�

著者の歯に衣着せぬ鋭い�舌鋒は，時には行政や国の政�治に�

向けても火を噴くなど，�これまで絶えず英語教育に大�きな�

影響を与えてきた。本書�は，その英語教育界の「奇才�」が�

2001年から2010年まで10年間に渡り，自分の信念を書�き綴�

った『英語教育』�（大修館書店）�の人気連載コラム「英語教�

育時評」�「菅先生に聞こう！授業�の悩みＱ＆Ａ」�「英語教育�

ここだけの話」を，それ�ぞれ第１～３章と�し�て，それに本�

書のために新たに書き下�ろ�し�た二篇を第４章と�し�て一冊に�

まとめ上げたものである�。�

　第１章では，私たちが�普段英語教育に何となく抱い�てい�

る不安や不満に著者は真�正面から向き合い，ズバリ直�球勝�

負で解説する。�『民間は善で，教員は悪�か？』�では，公教育�

と企業との交流について�，著者は「先生方は生徒を見�，企�

業は利益を見ている」と�断�じ�，価値観の全く異なる人�々と�

安易に交流を進めようと�し�ている教育委員会に警鐘を�鳴ら�

すとともに，教員にも「�自分たちの使命を一層強く意�識�し�，�

主体的に行動する時代が�来た」と意識改革を強く促�し�てい�

る。�その他，�多くの英語教員が危惧�し�ているALTの質の低�

下とその改善策が述べら�れた�『�問題ALTに喝！』�や，生徒�

のことを常に考え，地道�に努力を続ける教員の姿を通�し�て�

研修に関わる国家予算に�ついて切り込む�『�「地上の星」�にも�

っと光を！』など，ペー�ジをめくるたびに次々と繰り�出さ�

れる説得力のある熱いメ�ッセージに圧倒されて�し�まう。�

　第２章は一転，著者に�よる「悩み相談室」に変貌す�る。�

英語指導法に関する様々�な質問に対�し�，著者が豊富な指導�

経験をもとに，メンター�と�し�て的確にア�ド�バイスを�し�てい�

る。教職経験年数の少な�い教員に向けた『新採教員の�「三�

種の神器」とは』をはじ�め，英語嫌いをなくす指導法�につ�

いて多くの示唆を与えて�くれる『魅力的な先生に変身�する�

には』や，良き授業者と�し�ての英語教員を観点別にチ�ェッ�

　デジタルテ�レ�ビ�をご存知だろうか？　それ�は，地デジ対�

応テ�レ�ビ�のことである。この春に国の�政策で多くの学校に�

配備されたこの大型テ�レ�ビ�があれば，電子黒板がなく�ても�

それでできることの大半�は可能になる。なぜなら，デ�ジタ�

ルテ�レ�ビ�の多くは直接パソコンをつな�いで生徒に画面を見�

せられるからだ。これを�使うと英語を読ませる活動が�簡単�

にできて�し�まう。�

　教材の作り方は，パワ�ーポイン�ト�のようなプ�レ�ゼンテー�

ションソフ�ト�で，生徒に見せる画面を�作って授業で使うだ�

け。今まで，画用紙やス�ケッチブックに書いて生徒に�提示�

し�ていた物をノー�ト�パソコンや�iPodに入れて持ち運び，�生�

徒に見せることができる�。�し�かも，アニメーションの�設定�

により，文字や写真の表�示方法を工夫すると多彩な教�材を�

作ることが簡単にできる�。�

　�
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　�
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　�

　�

　�

1．曜日，月，数字の練習�

　例えば，月の名前の練�習は，上の写真のように，パ�ワー�

ポイン�ト�でアニメーションの自動実行�を設定�し�た画面を使�

うと，次々と自動的に表�示される12月までの画面で約�１分�

の練習ができ，即座に言�えるような知識にすることが�でき�

る。�

　この画面は，最初に�［１月］�という表示が出て，0.�3秒後�

に�［�January］�が出てくる。生徒は�［�January］�が出てくる�

前に「ジャニュアリー」�と言わなければならない。生�徒に�

とっては適度なスピー�ド�と難易度なので，楽�し�みながら集�

中�し�て取り組むことができる。�

1�4� 1�5�

2．読むワー�ド�クイズ�

　ワ�ー�ド�ク�イ�ズ�と�は It’s a kind of animal. It’s black and 

white. It’s from China. のように，�英語でヒン�ト�を言って相�

手にその物�（パンダ）�を答えさせる活動である。�これは，口�

頭で行うと「聞く・話す」�練習になるが，この英文を�文字�

で提示すると生徒は意欲的�に英語を読んで理解�し�ようとす�

る。わかったら挙手をさせ�，学級の３分の２以上の生�徒が�

理解�し�た段階で，クリック�し�て答えを表示。解答後，�その�

英文の解説を�し�て理解を深め，その英文�を音読すると，読�

む力をつけさせることがで�きる。�ALTに色々な題について�

のヒン�ト�の英文を作ってもらい保�存�し�ておくと，いつでも�

使える貴重な教材になる。�

　�

　�
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3．ソフ�ト�が手元にない場合�

　さて，ここからが本当の�裏技。ワー�ド�，エクセル，パワ�

ー�ポ�イ�ン�ト�と�互�換�性�の�あ�る�無�料�ソ�フ�ト�「オ�ー�プ�ン�オ�フ�ィ�

ス」�をご存知だろうか？　Open Officeで検索�し�，ダウンロ�

ー�ド�，�インス�ト�ールする。�そのソフ�ト�の中の�Impressがパワ�

ーポイン�ト�と同様のプ�レ�ゼンテーションソフ�ト�で，パワー�

ポイン�ト�のデータを表示・編集で�きるソフ�ト�である。興味�

の�あ�る方�は，�私の�HP（http://www15.plala.or.jp/ken-o/meiji2

/ict.html）�から，�各種デジタルテ�レ�ビ�・電子黒板教材がダウ�

ンロー�ド�できるのでそのまま使用�し�たり，自分好みに変更�

を加えて使ってみていただ�きたい。ただ�し�，ご使用に際�し�

ては自己責任でお願い�し�たい。�

クする�『こんな教員になってはいけ�ない』�。また，スキル別�

に�「�菅流」�指導法を公開する�『�読解力向上のために』�や�『リ�

スニング力向上のために』�など，初任者からベテランま�で�

明日からの授業改善に直結�する25のテーマについて，懇�切�

丁寧に著者が答えている。�授業に，そ�し�て英語教員と�し�て�

行き詰まったとき，そっと�読んでみたいＱ＆Ａ集である�。�

　第３章になると，著者の�筆は益々冴え渡る。著者の幅�広�

い人脈から得られた貴重な�情報が随所に織り込まれ，私�た�

ちの知らない英語教育の裏�側を覗かせてくれるのが嬉�し�い。�

中学校の新学習指導要領に�は実は数値化された到達目標�が�

あったという�『消えた到達目標』�。実際に現地に赴き，各�国�

の外国語教育の現状を探る�『昨今の海外英語教育事情』�や�

『行って見て知るブータン�』�などには，�「情報は力」�と言い�

切る著者の真骨頂が見られ�，思わず驚きをもって読み進�め�

て�し�まう。一方で，胸に染�みる言葉が読む者の心を震わ�せ，�

静�か�な�感�動�が�尾�を�引�く『支�え�て�く�れ�る�人�の�温�か�さ�に�触�れ�

る』など，エッセイス�ト�と�し�ての著者の一面を見ること�が�

できる。�

　第４章は本書のために書�き下ろされた二篇から成る。�そ�

のうちの一篇の『政権交代�と英語教育』では民主党の事�業�

仕分けをバッサリと切り捨�て，�「このような方々に国の教�育�

を委ねることに不安を感じ�る」�と切れ味鋭く論じる。�『国家�

百年の計』とともに読み応�え十分である。�

　英語を社内の公用語にす�る企業が増えつつある今日，�日�

本の英語教育にはコペルニ�クス的大転換が求められてい�る。�

そのためには世論を巻き起�こ�し�，政治的に教育改革を断�行�

する坂本龍馬のような人物�が必要だと著者はほえる。�し�か�

し�，本書の最後のページを�閉�じ�たとき，誰もがきっと思�う�

であろう。著者こそがその�坂本龍馬ではないかと。この�冬，�

一番のお勧めの本である。�

（大阪府教育センター首�席指導主事　蛭田　勲）�

デジタルテレビで手軽に文字を読ませる�
日本人の英語力�

―それを支える英語教育の現状―�

菅 正隆　著�
A５判・160頁　定価1,995円（本体1,900円）�

発行： 開隆堂出版�

北海道洞爺湖町立洞爺湖温泉中学校教諭　大塚 謙二�

書�評�
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封�じ�込�め�て�は�い�け�な�い�
responsiveness

園児の豊かなコミ�ュニケーション�

　附属幼稚園の園長歴は�まだ８か月程度だが，�160名の園児�

のコミュケーションの在�り様に，�「えっ，そうなんだ！」�と�

思わされることがよくあ�る。�

　自分，友だち，教師な�ど人間相手のコミュニケーシ�ョン，�

花，虫，土，空，雨など�自然相手の場合，そ�し�て，服，靴，�

ハンカチ，本などモノを�相手のコミュニケーション。�園児�

たちは，その豊かなコミ�ュニケーションを通�し�て，日々そ�

の術を身につけている。�驚嘆するのは，この人間，自�然，�

モノとのコミュニケーシ�ョンにおける，�「反応のよさ」�であ�

る。�

その正体は　�responsiveness

　日本語訳は，�『研究社新英和中辞典』�によると，�「反応性，�

応答性」�となり，その形容詞�（responsive）�は，�「すぐに反応�

[応答]する」�「敏感な」となる。やはり�，平たく言えば「反�

応のよさ」ということに�なるであろう。�

　手抜きで，�インターネッ�ト�上の定義を見てみると，�（http:

//www.thefreedictionary.com/responsiveness）�,the quali-

ty of being responsive; reacting quickly; as a quality of 

people, it involves responding with emotion to people and 

eventsとなっている。�後者の定義を拝借�し�て，�「園児の反応�

のよさ」を次のように表�現�し�てみた。As a quality of pre-

school children, it involves responding spontaneously 

with emotion to people, nature and events.

園児たちの　�responsiveness　�の例�

　以下は私自身が実体験�し�た例である。保護者が園児�のた�

めに開く「お楽�し�み会」�（演芸会）�当日の園児との会話であ�

る。自分の保育室の一部�が会場の道具置場になってい�るの�

を見た園児が，私に話�し�かけてきた。�

　　「今日，本番なんだ�よね」�（女児：謎かけふうに）�

　　「何の本番？」�（私：知らない振りを�し�て）�

　　「お楽�し�み会の」�（女児：嬉�し�そうに）�

　　「お母さん何をする�の」�（私：興味津々と）�

　　「リズムダンスだよ�」�（女児：得意げに）�

　次の例は，保育室の外�にさりげなく置いてある遊具�の状�

態からジャングルの沼を想�像�し�た男児二人との会話で�ある。�

　　「ワニになるんだ」�（男児Ａ）�

　　「僕も」�（男児Ｂ）�

　　「へー，可愛いワニさ�んになっちゃうナ」�（私）�

　一瞬考え，すぐに動作を�つけてきた。�

　　「ガオー，ガオー」�（二人）�

　　「ワァー，こわいワニ�さんだ」�（私）�

　　「ガオー，ガオー」�（二人：ひときわ大きな�声で）�

　子どもたちは，�この恐るべき　�responsiveness　�のかたまり�

である。�この天からの授かりもので，�「�（非言語・言語の）�コ�

ミュニケーション力」を鍛�え，大人たちには「可愛い�」と�

思わせ，さらにコミュニケ�ーション力を伸ば�し�て「生きる�

力」を培うのである。�

第二言語習得にも欠�かせない　�responsiveness

　母語習得に必要な　�responsiveness　�は，�実は，�第二言語習�

得�に�も�欠�か�せ�な�い。子�ど�も�た�ち�が�本�来�（�生�来�）�持�つ�

　�responsiveness　�を生か�し�てこそ，�素地や基礎が養われ，�自�

然�な�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�能�力�が�身�に�つ�く�（�別�に�指�導�要�録�に�

言及�し�たいわけではない）�。�

　ご存知のように，コミュ�ニケーションの「内容」と�「方�

法」には，常になんらかの�「態度」が伴う。この「態�度」�

の核は　�responsiveness　�だ，�と気づいたのは，�園児とのお付�

き合い�（?）�のおかげである。その�「�態度≒responsiveness」�

をコミュニケーションの「�内容」と「方法」にいかに�生か�

すことができるか。今，そ�れが小学校教師，中高英語�教師�

に問われている。�「態度育成」ではない，�「本来�（生来）�ある�

態度」をどのように授業展�開に活用�し�ていくか，なのであ�

る。�「態度」�を封�じ�込めた�「�内容」�，�「方法」�のうんぬんかん�

ぬん，はいかがなものであ�ろう。�

　ま�ず�教�師�自�ら�が　�responsiveness　�を�持�っ�て�授�業�に�臨�む�こ�

と，については機会を改め�てお話�しし�たい。�

（宇都宮大学教授　渡辺　�浩行）�

投稿�を�歓迎�し�ま�す�

　英語教育に関する問題提起，実践報告�，研究などの投稿をお�
待ち�し�ております。�締切は特にありませんが，�本誌は今後，�2011
年３月，５月，９月にそれぞれ発行の予�定ですので，原稿到着�
の時点で掲載号を決めさせていただきま�す。規定は以下のとお�
りです。ご不明の点は編集部までお問い�合わせください。�
　①　�2�2�字詰×7�2�行以内�（本文分量）�
　②　�二重投稿はご遠慮ください。�
　③　�採用分には薄謝を進呈いた�し�ます。�


